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１．私の紹介

２．水産資源は？

３．海の問題（海の変化）

４．海藻が温暖化に貢献⁉



• 川畑　友和（カワバタ　トモカズ）

• 昭和５３年７月２２日生　（４４歳）

• 鹿児島県の高校から茨城県の大学校を卒業し、青森県の
六ヶ所村ウラン濃縮工場、再処理工場で働く。その後、
九州電力管内の玄海原子力発電所と川内原子力発電所で
働き、鹿児島に近くなったので、家業の漁師を継ぐこと
になる。

• 仕事は定置網とプロのダイバーとして働いています。







• 日本の海岸線の長さは3万5000kmもあり、アメリカ
の40倍の長さを有する。

　第1位　北海道　4377km

　第2位　長崎　　4137km

　第3位　鹿児島　2700km

　第15位 東京　　  735km

• これは長崎や鹿児島は離島を多く有しているためです。

　第1位　長崎　　971島

　第2位　鹿児島　605島

　第5位　東京都　330島



資源（魚）の減少！！

技術・設備の　
向上による乱獲

埋立てや生活排水
による海の汚染　 藻場の減少

地球温暖化



海の植物がたくさん生育している場所のことです

• 海の植物と言ったら

コンブ，ワカメ，ヒジキ，ノリ（アオノリ），

アオサ，ウミブドウ（クビレズタ），モズク，

トサカノリ　　・・・などでしょう。

これらは，海藻（かいそう）です。



コンブ

ワカメ ヒジキ

茶色の海藻は褐藻（かっそう）



緑色の海藻は緑藻（りょくそう）

ウスバアオノリ ヒラアオノリ

トサカノリ

赤い海藻は紅藻（こうそう）



　海草です。

「かいそう」と読まずに，「うみくさ」と読みます。

海草は陸上の植物と体のつくりが同じです。

イネの仲間で花を咲かせて種を作ります。

　海藻と海草は何が違うのか？
体のつくりや生えている場所を比べてみましょう。



アマモ（海草） ひじき（海藻）

根　　　付着器

茎　　　茎状部

葉　　　葉状部

体中で養分を吸収し，光合成を

行う。 途中で切れても枯れない。

根っこから養分を吸収する。

途中で切れると徐々に枯れる

体を固定
養分を吸収

体を支える
養分を運ぶ

光合成

光合成
体を付着
養分を吸収

光合成
体をつなぐ
養分を吸収

光合成
養分を吸収



アマモの花
ひげみたいな花です
　　海藻は花を咲かせません。　　

アマモの根 　
ホンダワラの付着器

良く発達して，砂の中にのびていきます。

　　海藻は根を張りません。（右写真）



• 原因はおおきく３つあります

• 埋め立てによって藻場が無くなってしまった。



陸
海

海藻・海草は浅い海に生息しています。



陸
海

埋め立てをするには浅いほうが時間もお金もかからない



陸
海

藻場がなくなると水産資源が減ってしまいます。

・ほとんどの魚は浅い海の藻場で産卵します。
・孵化した魚は海藻の森の中で大きな魚から身を守り、
　小さなエビなどを食べて大きくなり深い海へ行きます。



• 原因はおおきく３つあります

• 埋め立てによって藻場がなくなってしまった。

• 海藻、海草が魚やウニに食べられている。

　→漁師の取組
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食害前 食害後



• 原因はおおきく３つあります

• 埋め立てによって藻場がなくなってしまった。

• 海藻、海草が魚やウニに食べられている。

   →漁師の取組

• 海の温暖化



温室効果ガスと言われている
二酸化炭素の濃度が濃くなると…



地球温暖化によって海も温暖化している

海水温が１℃あがることは生き物にとって
地上の気温が５℃上がることに等しい。



・魚介類の産卵場

・幼稚仔の保育場

・魚介類の餌場

・食用

・水質の浄化

・二酸化炭素の吸収

海藻・海草の役割

海藻は海の生物にとって、とても大事です。
私たち人間にとっても食べることができるし、温
暖化を抑制してくれるので非常に大事なものです。



植物は光合成（こうごうせい）をしています

二酸化炭素
水

酸素
光



地球上の植物

陸地の植物が99.95%

海中の植物が0.05%

炭素の吸収割合は..

同じ！！



・二酸化炭素は水に溶けやすいです。

・地球の70%が海と言われているので、空気中の二酸化
炭素が大量に海に溶け込んでいます。

・海に溶け込んだ二酸化炭素を海藻が光合成することに
よって吸収し酸素を放出しています。

・海は大気に比べて抵抗が大きいので効率よく吸収する
ことができます。

海藻が光合成によって二酸化炭素を吸収したり、
海藻・海草自体を海の中にとどめること。



私たち漁師は藻場をつくることで水産資源を
増やし、地球温暖化の対策もしています。

言い換えると．．．
SDGsの13･14の活動をしていることになります。





Ｊブルークレジット

• 政府は、2050 年までに二酸化炭素（CO2）をはじ
めとする温室効果ガスの排出を、全体とし てゼ
ロにするカーボンニュートラルを目指すことを宣
言しました。

• カーボンニュートラル達成 のためには、自治体、
企業、市民等がそれぞれできる限り CO2 の排出
を減らす努力が必要です。 しかしながら、自身で
はどうしてもゼロにできない排出量については、
他者による CO2 の削 減・吸収量の購入によって
埋め合わせること（＝カーボン・オフセット）により
調整すること が可能です。



Ｊブルークレジット

•  近年の研究で、海洋生態系によって吸収・貯留される炭
素（ブルーカーボン）が陸域で吸収・ 貯留される炭素（グ
リーンカーボン）に匹敵する量であることが示されたことか
ら、豊かな海 洋生態系を有するわが国においては、カー
ボンニュートラル達成に向けた有力な取組として、 ブルー
カーボンの活用に大きな期待が寄せられています。 

• このブルーカーボンを定量化して取引可能なクレジット§
にしたものがＪブルークレジット です。

• Ｊブルークレジットを活用することで、クレジットの申請者は
クレジット売却益による 資金面の支援が得られるほか、活
動の認知度の向上により活動の活性化が見込めること、
また クレジット購入者は CO2 削減のほか温暖化対策の 
PR 効果が期待できるなど、双方にとって Win-Win となる
環境と経済の好循環を生み出す仕組みとなっています。 







Ｊブルークレジットの計算例

10(ha)×2.7(t-co2/ha/年)=27(t-co2/年)

※減算しなければいけないもの

　ベースライン、活動場所の藻場の被度（確実
性）、活動に使用した漁船CO2排出量など



• 申請が通れば維持管理費は毎年交付される
（取引価格に応じて増減あり）

• 水産多面的とのすみわけをしておけば、両方
からの活動支援を受けることが可能

　（Ｊクレについては企業からの投資？支援と考
えることができるため）



ＪＦ全国漁青連の取組

(1)浜の改革の推進と水産政策改革への適切な対応 
(2)震災復興・風評対策
(3)組織の拡充強化と活性化
(4)環境保全・再生・資源管理への取り組み 
(5)青年漁業者の声の反映並びに組織の知名度アップ 
(6)安全・安心な水産物の提供、出前授業・魚食普及活動
の推進 
(7)全国共通活動の推進 次の活動を全国共通の重点実施事項とし
て、水産庁補助事業を積極的に活 用・推進する。



(4)環境保全・再生・資源管理への取り組み 
○SDGs や環境を重視する国内外の動きが加速していくと見込まれる中、ブ
ル ーカーボンの吸収源として注目が高まっている藻場・干潟等の保全・創造
を推進するとともに、研究機関や団体等と連携して、社会的な関心を高める
活動を展開する。

○各浜で行われている多様な資源管理手法および漁場環境保全方法を伝
承し、 持続的な漁業を目指す。

○環境保全・再生・資源管理への取組に関する情報を発信するとともに、７ 
月に実施する「海の日を記念する全国一斉海浜清掃月間」について、各都
道 府県水産主務部やＪＡ青年部へ協力依頼を発信する。

○海洋プラスチックごみ対策 ・２０１９年度から事業計画に謳っている、海洋
プラスチックごみの回収に 継続的に力を入れていく。 ・２０２２年５月の「海ご
みゼロウィーク」に、全国漁青連から会員に一斉清掃を呼びかける。



ＪＦ漁青連の今後の目標

• 藻場の重要性を再確認
　〇水産資源の維持増大としての役割

　〇ブルーカーボンとしての環境への貢献
　　

• 藻場造成のスキルの向上
　〇成功事例の情報共有

　〇研究機関や団体等との連携
※キックオフとして海洋酸性化やBCについての
　　　 研修会を実施



漁業就業者数推移

6.8万人？
（2032）



企業や一般の連携が必須

漁業者：労力の低減、水産資源の増大

企業：CO2吸収源の確保など

・漁業権が設定されている場所ですが、担い手不足
などで漁業生産活動が比較的少なく、調整が可能な
エリアで、企業と共同でブルーカーボンにつながる藻
場造成活動や新たに海藻養殖に取り組む。

お互いに支え合うことで豊かな海を目指し、
地球環境問題にも貢献していくことが大事!!



本日のモニタリング結果
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本日のモニタリング結果


